
市民と野党
力をあわせて

安
倍
暴
走
政
治「
ノ
ー
」の
審
判
を

　
「
森
友
・
加
計
」
疑
惑
で
浮
か
び
上

が
っ
た
国
政
の
私
物
化
、
内
心
を
罰

す
る
「
共
謀
罪
」
法
の
強
行
に
よ
る

憲
法
壊
し
、
安
倍
首
相
の
憲
法
９
条

改
憲
発
言
、
都
議
選
で
の
「
こ
ん
な

人
た
ち
」
発
言…

…

。
安
倍
政
権
の

支
持
率
も
急
落
し
、
暴
走
政
治
へ
の

国
民
の
怒
り
が
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。

　

横
浜
市
長
選
は
、
若
い
リ
ー
ダ
ー

を
市
長
に
押
し
上
げ
、
市
民
生
活
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
暴
走
政
治
に

き
っ
ぱ
り
と
「
ノ
ー
」
の
審
判
を
下

す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

市
政
を
変
え
る
市
長
選
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
若
い

リ
ー
ダ
ー
は
、
横
浜
市
議
を
３

期
10
年
つ
と
め
た
政
治
家
で
、

い
ま
の
市
政
の
問
題
や
課
題
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
わ
か
る
人

で
す
。

　

若
い
リ
ー
ダ
ー
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
は
、教
育
、医
療
、福
祉
、

環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
運
動
す
る
市

民
の
み
な
さ
ん
。
い
ま
、
幅
広

い
市
民
と
野
党
が
力
を
あ
わ
せ

て
自
民
党
い
い
な
り
の
市
政
転

換
へ
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

自
民
党
い
い
な
り
市
政

だ
か
ら
転
換
が
必
要

●
現
市
長
は
、
真
っ
先
に
自
民
党
か
ら「
推
薦
」
を
受
け
ま
し
た
。

●
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
「
カ
ジ
ノ
推
進
法
」
を
「
歓
迎
」
し
て
い
ま
す
。

●
現
市
長
は
「
カ
ジ
ノ
白
紙
」
と
い
い
な
が
ら
、
自
民
党
横
浜
市
連
と
交
わ
し
た
政
策
協

　
定
に
は
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）「
導
入
検
討
」
を
明
記
。

●
当
初
は
消
極
的
だ
っ
た
新
市
庁
舎
建
設
。
自
民
党
か
ら
オ
リ
ン 

ピ
ッ
ク
ま
で
に
と

　
促
さ
れ
建
設
へ
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か
し
、
さ
ら
に
高
速
横
浜
北
西
線
計
画
を
前
倒
し

　
し
て
い
ま
す
。

●
家
庭
弁
当
が
定
着
し
て
い
る
と
、
中
学
校
給
食
の
実
現
に
は
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

市
民
と
と
も
に
市
政
を
変
え
ま
す

横浜市中区住吉町 2－26　洋服会館ビル 3Ｆ1号室　045－319－4878

新市長とワクワクする横浜をつくる会

市長を
チェンジ

■カジノを誘致しない
■中学校給食の実施
■教育予算の充実
■保育園の待機児解消
■小児医療費無料化の拡充
■介護施策の充実
■障がい者の貧困問題への対応

新市長とワクワクする横浜をつくる会　
横浜市長選挙　届出ビラ２号 「市政を変えたい」　　若いリーダーへ

若
い
リ
ー
ダ
ー
は

菅官房長官　現市長の後ろ盾
　菅義偉官房長官（衆院神奈川２区選出。元横浜市議）は、「共謀罪」法強
行、加計学園疑惑問題などで国会や記者会見での質問に、「まったく問題
ありません」「その指摘はあたりません」などと答弁、国民の声に耳をか
さない態度に終始…。この菅官房長官の地元・自民党神奈川２区支部は
現市長を囲む「春の集い」や現市長総決起大会を開催。菅官房長官と現市
長の写真を入れ、「推薦を決定」と書いた自民党機関誌「自由民主」配布。
菅官房長官直結の市政から市民直結の市政に転換が必要です。

横浜市長選

「カジノは断固阻
止しよう。市民の
力で市政を変えよ
う。最後まで気を
抜かずたたかう」

「カジノ誘致反対、
中学校給食実現へ
ワクワクする横浜
をつくろう。市民
と野党が力をあわ
せ市政を変えよう」

いずれも「市民と
一緒になって勝利
するために全力で
活動する」

若
い
リ
ー
ダ
ー
の
お
約
束

江田憲司
民進党代表代行

小池　晃
日本共産党書記局長

渡邊昌司
自由党県連常任幹事

憲
法
こ
わ
し
の

横浜から

安倍政権
の中枢

「市民の市長をつくる会」の「カジノ反対、中学校給食実現のつどい」（７月13日）から

緑の党の代表があいさつ
しました

　横浜にカジノは必要でしょうか。
横浜にカジノは要らないと考えます。
カジノに頼らなくても、横浜には魅
力がいっぱいあります。

　大都市に中学校給食がないのは
横浜だけ。中学校給食の実現は
社会の変化から見ても当然
のことではないでしょうか。



カジノよりも
中学校給食を

　７月３０日は、横浜市政を変える日。市長選で、「カジノ要らない」
「中学校給食実現」の願いを若いリーダーに託してください。

　現市長は、カジノ誘致について「今は白紙」と
あいまいな立場で、「誘致しません」とはいいませ
ん。安倍政権は、昨年の国会で「カジノ推進法」
を強行。その後、現市長は「横浜の成長にはＩＲ
導入（カジノ含む）が必要」と表明したほどです。

　現市政は、育ち盛りの中学生に、予約制の業者
配達弁当〝ハマ弁〟を導入しています。
　ハマ弁の喫食率は、わずか1.2％で、１校当たり
1日平均６食程度にすぎません（1月～ 5 月、市の
資料）。現市長や教育委員会は、中学校給食実施に
は応じる考えはなく、現市長は「ハマ弁を進化さ
せる」とこだわっています。

　現市政は４月、保育園の待機児は「横浜で２人」
と公表。373万の大都市横浜、あなたは信じられま
すか。実際には、認可保育園に入所できなかった
子は 3000人をこえています。

　小児医療費の無料化（通院）では、さいたま市、
名古屋市が所得制限なしで中学生まで無料。京都、
神戸、千葉、静岡、浜松、堺の各市も中学３年生、
大阪は 11月から高校生までを助成対象に。横浜市
は、小学３年生までは無料ですが、４年生から６
年生までは、一割負担に匹敵する500円の一部負
担金が必要です。

　中学校給食実現を求めるお母さんたちから、「お弁当を持っ
てこられないお子さんがたくさんいます。給食への要望は非
常に強い。食育の観点からも実施を」「『みんなで一緒のもの
を食べたい』という中学生のために給食を」などの声が寄せ
られています。
　川崎市はことしからスタート。実施理由を「食育の充実 が
図られること、育ち盛りの生徒に とって栄養バランスがあり
安全・安心 で温かい食事を摂ることができる」としています。
市民団体のアンケートに若いリーダーは、「早急に実現してい
きたい」と回答しています。

　「子どもを保育園に入れたい」―毎年、待機児童の多さが大
きな問題に。待機児解消への保育園の増設などをすすめます。

　子どもの病気はまったなし。経済的な心配をせずに、安心
してお医者さんにかかれることは、子どもの健全な成長に
とって必要です。

百害あって一利なし　バクチに頼らない

現市長は

カジノ「今は白紙」と力説しても

生徒に好まれない〝注文弁当〟

「待機児ゼロ」はまやかし
入れない子どもが3000人

医療費一部負担金導入は
全国の無料化の流れに逆行

横浜に「必要」と表明

あなたの一票で
　市政を
変えましょう

若いリーダー

全国９割の中学校が実施
２０政令市で未実施は横浜だけ

中学校給食を
早期に実現

本気で「待機児ゼロ」の横浜を

小児医療費無料化の拡充をめざす

　「横浜をバクチ（カジノ）でめちゃくちゃにして良いのか！」
若いリーダーは、きっぱりといいます。
　ギャンブルは社会悪、百害あって一利なし。他人の不幸や不
運を踏み台に〝横浜の経済発展〟を考えるなんておかしいで
す。カジノ誘致をやめるには、市長を変えるしかありません。

カジノは
横浜に要らない

市
民
の
願
い
に

こ
た
え
ら
れ
る
の
は

「中学校給食実施には
応じる考えはない」は

っ
き
り
と
し
ま
し
た 


